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第 4 章 漢方薬 と して の大麻

　　第 1節 は じめ に

　「大和」， 「近江」そ して 「越中」、は ， 我が 国に お け る三 大薬業地 と して 有名で あ り， 現在で

も大中小の 製薬所が ひ しめ い て い る 。 そ の大和 に は シ ル ク ロ
ードの 東の 端の博物館 と位置づ け

られ る奈良 ， 正倉院が あ り， そ の御物の 中に麻の 織物が ある こ とは良 く知 られて い る。 しかし，

こ の 時代 に 「麻」が 「薬」 と して 用い られ て い たか ど うか と い う こ と に つ い て の 確か な証拠は

な、い 。

　次章に述 べ るよ うに ， 明治に入 っ て 「印度大麻」は 日本薬局方の 第
一
局か ら第五 局ま で 厂鎮

静，催眠薬」 として 収載 さ れ て い た 。 こ の こ と は輸入大麻製品で あ る が，64年の 永 き に わ た っ

て重用 されて い た こ とは確か で ある 。 だが，前報 まで に述 べ て きた よ うに 大麻を繊維作物 とし

て 古来，日本人 は用 いたが，薬物と して は余り関心が なか っ たよ うにみえ る。

　わ ずか に奈良県薬業史 （資料編）の p308 に明治22年竹原麻雄が 「満妙薬 い ろ は 歌」 と して

金刀比羅大神の 奉納絵馬に麻 の 葉 ， 茎が 「打身」
’
に効用 あ る こ とを記 して い る♂

）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 あ　 さ　　　　　　　 くき　　　　　よ　　　 ほ

　即 ち ， ウ の 項に 「打身 の薬 を尋 ねれ ば麻萱の葉を茎共 に能 く干 し黒焼き に して酒 に て呑 ます
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ま　し に んがん　 　　　 じ ゅ んち t うとう

べ し…」 とあ る。 また現在で も便秘薬に 「麻子仁丸」や 「潤腸湯」が使用され て い る。 この 中

に は 「大麻の 種子」 が 主薬 と し て の 役割 を は た して い る 。 さ らに ，心 悸亢 進 症 に 用 い る

磁旅蕩〕（
し ゃかんぞ うと う

炙甘草湯）に は麻子仁が 処方 さ れ て い る
。

5）
こ の よ うに 例は少な い が

， 籖が 国に お

い て も大麻は種子 ， 葉 ， 茎が薬用 として の 実績をも っ て い る こ とが示 されて い る 。 で はお隣の

中国で は ど うな の か ， と い う こ とを漢方薬と して こ こ に と りあげ て み る こ と に す る。 幻覚作用

と して の大麻が 「悪 の顔」で あるな らば ， 漢方薬 と して の大麻 は 「善の 顔」で あ ろ う。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ま　 こ ん

　漢方薬として の大麻をみ る と， 種子は 「麻子仁 （火麻仁）」， 根は 「麻根」。 茎皮部 の 繊維は
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ま ひ 　 　 　 　 ま よ う 　 　 　 　 　 　 　 ま か　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ま　ふ ん

「麻皮」。 葉 は 「麻葉」。 雄株 の 花枝 は 「麻花」，雌花の若 い果穂 は 「麻 贊」 と各々 の呼名が あり，

いずれ も薬用 に供され て い る 。 従 っ て ，大麻 は捨て る とこ ろがな い 。 全草が薬な の で ある。

　以下 ， 詳細に解説 を試み る こ と にす る 。

第 2節　薬用大麻
fi−25 ）

　　 　第 1項 　薬材概説

　中葯 （中国古典医学）に おける 「大麻」 の原植物 は あ くま で もア サ （Cαnn αbis　 sα tivα L）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 たい　ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 かん　ま

で あ り 【神 農 本 草 経 集 注 】 に は単 に大 麻 と記 載 ， 【事 物起 源 】 で は 漢 麻 ， 【日 用本
　 　 　 　 か 　ま　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 さ ん しび ょ う　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 おう ま　 　 　 　 　

wn

草】には火麻とあ る 。 【救荒本草】に は山糸苗。 【本草綱 目】 に は黄麻 との 呼名が あ る 。

　
一

年生 の 草本 。 雌雄異株 ， 高 さ 1〜 3 メ ー トル （6 メ ー トル に及ぶ もの もあ る）， 茎 は直立 ，

分枝 ， 表面は ざらっ き縦溝あ り， 短 い 柔毛が密生 。 葉は掌状複葉で互生， しか し茎下部の 葉は

雄 株 雌 株

Fig．1 大麻 の雄株お よ び雌株 （著者画 く）
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麻

総

麻葉

Fig ．2 大麻 の 茎 ，根 お よ び葉 （著者画 く）

対生をな して い る 。 （Fig．1 お よび Fig，2）。 小葉は 3 〜11枚 （Fig．2）， 必 ず奇数 。 披針形 な

い し線状披針形 ， 先端は長 く尖 る 。 基部 は楔形，縁に は荒い 鋸歯が あ る 。 表面は深緑色 ， ザ ラ

ザ ラ，裏面は灰白色 の 絨毛が密生す る 。 柄 の長さ は 4 〜14cm， 短 い 綿毛 が存在 す る。
こ の よ

うに ア サ の葉 は特異的 で ある の で 麻の 葉模様と して 古 く平安時代か ら仏像の 衣に切金で 表され

た 。 江戸時代に は女性の 半え り， 卞着，すそ まわ りな どに流行 した幾何学模様で もある。

蜚騨 性 ・ 蜘i（麻花
VXxvx

）はや横 味鶴 び た絶 の 円錐花序をまば ら に つ け （Fig．　D ， 花

被 5枚 ， 長卵形で 瓦状 に配列 。 5本の tu　L一べ を もち ， 花糸は細長 い （Fig。3）、

　雌花は葉腋 に叢生 し， 緑色 ， 花ごと に 卵形の 苞片で外がおおわ れ ， 花被 1枚，膜質，雌 しべ

1本 。 子房は円球状 ， 花は 2分枝す る （Fig．3）。 秋になる と扁平 な卵形の 痩果を結ぶ
。 こ の 種

子 は詳細に後述す る が全長 4 〜 5mm
， 表面 は細か い 網紋 が あ り外側 はさ ら に 黄褐色 の 苞葉
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（苞片）で 包まれて い る （Fig．4）。 開花期，結実期は産地に よ っ て大 きく異な る。 中国の 華東

は 5〜 7月， 華北は 6 〜 9月 ， 日本で は 9〜11月で あ る 。

　採集 は秋〜冬 に種子 が成熟 した後，全株を引き抜き， 日干 して 種子及 び根を得る。 種子 は打

ち落と し
， 丁 寧 に 夾雑物を取 り除く， 根は よ く洗 っ て乾燥 。

こ れ らの 前 に花 ， 茎 ， 葉 は随時収

穫す る 。

惣
螽
禰

働

隷
訊

縄蹴
滋

　　　　　纛

癰
　　影 罫
　　一＿

夛
　　雌花 （麻 黄）

Fig ．3　大麻 の 雄花 お よ び 雌花 （著者画 く）

2織
　　苞葉

一→
’
．鯉 　ミラ

　　　　　　　　 N

糖
Fig．4　大麻 の 種子 （著者画 く）

　 　 　 　 　 　 　 ま　 し に ん 　 　 か 　ま にん

　　　第 2項 麻子仁 （火麻仁）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ま　 し

　漢方薬 と して 最 も多用される部分 は大麻の 種子で ある 。 すなわち ， 「麻子」 は最初 【神農本
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 か　 ま　にん　　　　 v

草経】で 用 い られた語句で あ るが ， 何故か ， 中国で は広く正 式名と して 火麻仁 （huo　m 巨 rb　n ）

【日用本草】 が多用 されて い た 。 我が国で は 【傷寒論】が広 く浸透 して お り傷寒論 に麻子仁の

記載が ある ため 「火麻仁」 とは云わず 「麻子仁」が通称名 とな っ た。
こ れが混乱す る原因で あ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 た い

る 。 しか し， こ れ に止 ま らず多 くの 異名が あ っ て一筋縄で は い か な い
。 そ れ らを列挙する と大

蘇字【神農本草経集注】，笑蘇牲【薬性論】，旨1森芋【千金 ・ 食活】，苳纛芋【食医心鐘】 ，

か　 ま　 し

火麻子 【本草新論】などが ある 。 我が 国の 【大同類聚方】
9）

， 【本草綱目】
1°）

や 【木和本草】
「’）

　 　 あ　 さ　 か　み

に は阿差介美 （麻子仁）があて られて い る 。 従 っ て ，本著で は麻子仁を多用する こ と に する 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 た い ま　　　　 　　　　　　　　 　　 しゅ に ん

　麻子仁 の 起源は ， 「ア サ科の 植物 ， 大麻 （和名 の ア サ）の 種仁」 で ある 。 「種仁」 とは，一般

に種子か ら種皮の み を取 り除 い た中味 をさ し，胚，胚乳，胚軸，幼根およ び子葉 を含む部 分，

全て をい う。

　薬材と して 用いる乾燥種子 は扁平な卵 円形 をな し長 さ 4 〜 5mm ，直径 3 〜 4mm で ある 。

表面 は光沢が あ り， 滑 らか で 灰緑色な い し灰黄色を呈 して い る 。 さ らに ， よ く観察する と微細
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 うずら

な白色 ， 褐色 な い し黒色 の 花紋があ り，両側に各々 1条の 浅色の 稜線をもっ 。 丁度 e 鶉 の卵 を

小 さ くした様 な色諷 形状を して い る。

一
端は純 く尖り， も う

一
轍 ま柄が脱落した凹状の 跡を
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残す 。 外果皮は薄 く，内果皮 は堅 い が脆 くはずれやす い 。緑色 の 種皮 は通常内皮上 に っ い て お

り離れ難い。胚乳 は灰白色をな し薄 い
。 子葉は 2枚，肥厚 して い て，油性に富む 。 匂 い はわ ず

か，性味は淡泊。 種子 （薬材）は黄色で皮殻が無 く豊満 な も の が良い （Fig．4）。

　 ほうせい

　炮製 （修治） は種子 の外殻 を除去 ， 仁だ けを取 り出し， ゆ る く乾燥す る。

　麻子仁 （火麻仁）の 薬効と主治は様々 で あ り， 我が国で は 【傷寒論】に基づ く用法 の みが流

布 されて い るが中薬 （中国古典医学）で は多 くの 疾病に使用 され て い る。 そ れ らの 全て を記述

する と共 に Table　1 に ま と め た 。

Tab 【e　1　 大麻薬材 の 諸性質

【 】は出典
5’19）

を表す。

薬材名 性　味 帰　経 用法 ・用量 薬効 ・主治 ・配合 ・そ の 他

麻子 甘 ， 平 脾 ， 胃，大 ［内服］ ・虚労 ， 下焦 の 虚熱 ， 関節痛 ， 筋肉痙攣 ，

（麻子仁，

　「
（緩和 に 働

「
腸 の経 3 −5銭 小便不利，便秘 ， 語気 の 衰弱，口 渇 → 麻

火麻仁） く） 足 の 太陰 ， （銭 は約 子仁 5合 を研 り砕 き，水 2升を加 え ， 半

【神農本草 手 め陽萌の
　　　　二

3．79） 分に な るまで 煮詰め服用 【外台秘要方】

経】 経 丸剤 ・産後鬱冒 （血彙）で 多汗 ， 便秘 【本事方】

【湯 液 本 散剤 ・口渇，血尿 ， 小便難 → 麻子 1升 と水 3升

辛 ， 無毒 草】 を加熱 沸騰 ， 汁を 取 り 出 し 服 用 【肘

【呉 普本 ・ ［外用コ 後方】

草】 肺，太陽 の 油を絞 っ て ・ 五淋 （石淋，気淋，膏淋，労淋，血淋）

経 塗布 に よ る血尿 ， 貧尿排尿病→ 麻子 ユ升を杵

寒 （熱を と 【薬 品 化 つ い で 汁 を で 砕 き，ろ過 して 汁を取 り、 米 3合 と煮

る） 義】 塗布 て 粥とする 。 葱，椒を加え て 煮る 。 空腹

【唐本草】 時に服用 【食医心鏡】

脾， 胃， 大 ・ 脚気浮腫，口渇 【外台秘要方】

微寒 腸 の 経 ・風水
『
（表証の ある浮腫）， 腹部膨満 【食

【食 療 本 【本 草 求 医心鏡】

草】 真】 ・骨髄風毒呵疼痛 （身体腹部痛）， 運動不

能 【篋 中方】麻子仁，酒

・白痢 → 麻子汁を緑豆 と煮 ， 空腹 の際飽食

【必効方】

・小児 の赤白痢，虚弱体質→ 麻子 1合を香

りが 出るま で 炙炒 り， 粉末を蜜 シ ロ
ッ プ

と共 に服用 【子母秘録】

・月経不順， 無月経 【肘後備求方】

・ 産後 の瘢血 【千金方】麻子酒

・妊婦の 腹痛 【食医心鏡】

・嘔吐 【近効方】

5
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薬材名 性　味 帰　経 用法 ・用量 薬効 ・主治 ・配 合 ・そ の 他

1

・ 小児 の 頭面瘡疥→ 麻子 5升 を粉末 と し 、

水を加 え て 汁を絞り取 り、 蜜 を加え て 塗

布 【千金方】　【子母秘録】

・切傷 【千金方】

・手足 の瘰疽 【千金方】

・ 赤流腫丹毒 → 麻子に水を加 え て っ き、 こ

れ を患部 に塗布 【千金方】

・ 火傷→ 麻子，黄柏，黄梔子 と共に研 り粉

末と し 、 猪脂で ほ どよ く調え て 塗布 【四

川中薬志】

・賻耳 （膿耳），膿汁 の 止 ま ら ぬ耳疾 → 麻

子を 1 合，花臙脂 1 分 を研 り粉末 と し，

耳
一
杯に薬で ふ さ ぎ， 綿で 軽 くお さえる

　 【太平聖恵方】

・ 麻仁 は要薬で ある 【本草思弁録】

麻花

（鳥麻花）

苦辛 ， 温，

有毒

辛 ， 無毒

【呉 普 本

草】

味 は苦 く，

微熱 ，

無毒

【薬性論】

脾，胃，大

腸の 3経

　　　　　、

［内服］

粉末

［外用］

炙

・風を去る 。 血 を活かすの 効能。

・リ ウ マ チ に よ る肢体麻痺→ 麻花 4 ， 草鳥

1 を薬性を残す程度 に炒 り， 紛末 と し，

蜜で 練 っ て か ら調え て 膏とし 1 回 3 分を

湯 で 服用す る。 【本草綱 目】

・遍聒 痒，諸風悪 血 【薬性論】　　　　　　　　　 尸
・婦女 の月経 閉止 ， 不通

・健忘症

・金瘡内漏 （刀槍の 傷ロか ら汁が 出る様）

の 治療

・ 瘰癧ラ麻花 と艾 を同量 と り，あわせ て っ

　い て炙を つ くり癧子 （悪性 の オデキ）に

一
百壮の 炙をす る 【千金方】

麻黄 辛 ， 平，

有毒

味は辛，平

【神農本草

経】

脾， 胃， 大

腸の 経

［内服］

1〜 2 分 を

煎 じて服用

［外用］

っ きっ ぶ し

て患部に塗

布

・風 を去る ， 止痛する ， 痙を鎮め る な どの

効 を一般 に有す。

・痛風 （リウ マ チ），痺証 （関節痛 ， 筋肉

痛の こ と），癲狂，不眠 ， 咳喘の時 もま

た効 く。

・五労七傷を主 る 。 五臓を利す 。 血寒気を

下す 。 【神農本草経】

・積 を破 り、 痺を止め る 。 膿 を散らす 。

　 【名医別録】
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薬材名 性　味 帰　経 用法 ・用量 薬効 ・主治 ・配合 ・そ の 他

麻葉 辛，有毒 手，足 の経 ［内服］ ・
マ ラ リア，喘息 ， 回虫症に 効 く。

（火麻頭） 【本 草 綱 胃，大腸の っ き汁を服 ・鎮痛，麻酔，利尿作用 【東北薬植志】

目】 経 用 ・喘息 → タバ コ の 葉に混 ぜ て 吸 うと喘息 を

治す 。 【申国薬植図鑑】

丸剤 ・回虫駆除→ 葉をつ い て 汁を絞 り取 り5合

散剤 を服用する 【唐本草】

・サ ソ リ毒 に塗布

［外用］ ・マ ラ リア の 治療 → 麻葉を鍋 に 入れ 、 香 り

r
つ い て塗布 がす るまで ゆ っ くり炒る。 粉末と し発作

が おこ る 4時間前 に茶 また は温酒で 濃 い

めに調え て飲用。 丸剤 ， 蜜丸と して も可

【普済方】

・鳥金散は疔腫 ， 時毒 ， 悪瘡を治すが これ

に麻葉を麻黄と共に処方す る と発汗がお

こ る 。 こ れ は マ ラ リア の発作 防止に も利

用 され る 。 【本草維 目】 【普済方】

麻皮 甘 ， 平 手 の 陽明 ， 匸内服］ ・瘢 をさる ， 水を利す の
一

般効 能を有す。

足 の太陰経 3 − 5銭 を
　　　　 1

打撲傷 熱淋脹痛 （熱に よ る排尿困難に

【本 草 彙 煎 じ て 服用 よ る脹痛） を治す。

言】 研 っ て粉末 ・滬麻汁 （麻 の皮を繊維が離れやすい よ う

に して 服用 に水に浸 して お い た汁） は消渇 を止 め鬱

血 に効 【唐本草】

。血を破る ， 小便を通す。

・打撲傷 骨折に よ る疼痛→ 黄麻の 皮 の 焼

灰 と頭髪の 灰各 1 ， 乳香 5銭を粉末に し、

3銭 ず つ 温酒で 服用す る 【王仲勉 経験

方】

・発熱に よ る排尿困難 → 麻皮 1両 ， 炙 っ た

甘草 3分， 水で煎 じかすを除き食前に服　 厂

用 【太平聖恵方】

・ 破傷風→ 麻皮 4 両を焼き、 研 っ て 細か い

粉末 にす る。適量 の 白酒 を加 え， 1／4ず

っ 1 日 2〜 3回湯で服用 。 布団をか ぶ っ

て 汗を出す 。 治療10例 の う
．
ち 9例が治癒

した 。 服用後 1〜 2 日以内に効果。

麻根 甘， 平 手の 陽明 ， ［内服］ ・癆を去る ， 止血 の効能が ある。 淋病 ，

』
血

（麻青根） 足の 太陰の 煎 じるか ， 崩 ， 帯下， 打撲傷を治す。
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薬材名 性　味 帰　経 用法 ・用量 薬効 ・主治 ・配合 ・そ の 他

2経 ある い は つ ・癆血 ， 石淋 （膀胱結石） → 麻根 の 煮汁

【湯 液 本 き汁を服用 を飲む 【陶弘景】

草】 ・難産，帯下 → 水で 煮て 服用

L ・淋下血 → 麻根10本 と水 5升を煮 【肘後

備急方】

・安産→ 麻根 3茎 を水 1 升で 煎 じ ， 半升

を と り頓服す る 。

・腕折骨痛 （足首，手首 の 骨折痛）

・崩中不止 （激 しい 子宮 出血）【本 経 逢

原】　　　　　　　　　　　　 ．

　 　 　 　 　 き きk う

　麻子仁 は帰経 （作用部位） と して肺臓，脾臓，胃および大腸 に作用する 。 【湯 液本草】 に は

足，手に 。 【薬品化義】は肺臓 大腸 に 。 【本草求眞】には脾臓 ， 胃， 大腸 に と して い る こ とか

ら内臓等および末梢 に作用す る と考え られ る 。

　また他書に は ， 麻子仁は 「主．肺臓イチ潤玉臓イ チ 利．大小便イ 。 」 とあ り， 燥を 潤 し， 腸 を緩め ，

淋を通 し， 血を活かす効能が ある 。 そ の 結果，腸燥便秘，消渇，熱淋，風痺， 痢疾，月経不JI圓

疥瘡，癬癩を治すと い う 。 「麻子 ．益脾潤二通便秘 、チ」 【古方薬品考】， 「麻子 味甘 ， 性手微寒主＝

補 ．中益 ．気 イ。」【神農本草経】 とある 。 すな わち 【神農本草経】 に よ れば 「中を補 い気 を益す」

とあり，【名医別録】には中風 に効 き， 水を逐 い や り ， 小便 を利す 。 また産後の 余病 を治す と

い う。 【薬性論】で は大腸 の 風熱が結滞 した場合を治 し， 熱淋 に も効 く。 【唐本草】に は
一
般的

に ， 五 臓の 疲労 に よ く， 【食療本草】に は血流 を うなが し， 関節機能 の 不全 ， また抜 け髪防止

には麻子仁を水で 浸漬それで 粥を煮た もの を食せ よ とある。 【本草拾遣】に は気を下 し， 下便
．

を利 ， 広 く慢徃 の 皮膚病 に効 く。 面 白 い こ と に婦人 の 逆子 の 出産時に 27個 の 麻子仁を服用す る

とある
。 【分類草薬性】に打撲傷に効果あり とす ，

こ の理由は ， 血 を去り， 新血を 生 じる結果

で あ ろ う。
こ れは冒頭 の 「い ろ は歌」 の 「打身の 薬

一
」 と符合 して い る 。 以上 の 諸効を総合的

に記 した もの に 【日華子諸家本草】が あ り， それ に は虚労 を補 い
， 筋肉を緩め ， 乳 の 分泌を促 ・

進 ， 消喝を止め， 生気を催す。 逆子を治す。 【本草綱目】で は婦人経脈を利 し，大腸下痢 を調

整 ， 各種の 瘡や癩に塗布 ， 殺虫効果 もあ る 。 汁を取 り出し粥を煮て 食す と嘔吐を止 め る こ とが

で きるとい う。 大麻主成分，△
9一テ ト ラ ヒ ドロ カ ン ナ ビ ノ ール に は鎮吐作用が報告

21・22） されて

い る こ とか ら ， 以上 の 薬効 は科学的裏付 けが無 い の で 興味が もたれ る。 今後 ，
こ れ ら薬効， 主

治の 科学的解明が期待され る 。

　以上 の麻子仁の 用法と用量は大略 ， 〈内服〉に は11，1〜18．5gを煎 じて 服用 。 また は粉末と

した後，丸剤 ある い は そ の まま散剤 とす る 。 〈外用〉 に は麻子仁 を乳棒で 潰 し患部に っ けるか ，

油を絞 っ て 塗布する 。 薬用 とす るには殻 を除去 して実だけを用 い る 。 煎薬 に 使用す る 際に は，

麻子 を乳鉢に 入れ軽 く擂 りつ ぶ して 厂種仁」を得 る 。 しか し，乳鉢で の 種子 の 破砕は困難で あ

る の で ， ミン チで 荒割 り して い る 。 古書 に よ れば 「麻子 を絹 の袋 に入れ ，

一時沸騰中 に浸 し，

冷後 ， 井戸の 中に吊 り下げて 水に浸さ な い で
一
夜放置。

これを取り出し乾燥，板の 上で こする

と実と殻 とが分別で きる 。 殻は吹い て 除 く。 」 と い う方法 もある 。
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，　　　 ぼ れ い 　　 は く　ひ　　 ふ くり ： う

　配合禁忌は漢方処方で も重要で ある 。 牡蠣，白薇， 茯苓との 同時服用は禁忌で あ る 。 また ，

多食す る と血流が悪 くな り，精気 を消失す る 。 また，婦人は多量 服用 しな い こ ととあ る。
こ の

こ とは麻子仁 の不明 の 激 しい作用が うか が い 知れる 。 腸 の 緩 んだ人に は特に 避ける べ しと 【本

草縦新】に記述 され て い る 。

　配合処方例 と して 【傷寒輪】で は 「趺陽の 脈が浮で 渋な る も の の 治療」， 「浮な らば胃気強 と

な る，渋な らば小便 は頻繁 とな る」「浮 と渋 とが相対す る と大便 は秘便 とな る 。 そ れ は脾臓 の

働きが制約 され た か らで あ る 。 」 と あ る 。

　 　 　 　 　 　 　 じ o ん ちょうと う

　冒頭に記 した 「潤腸湯」 の 処方を記 す 。 麻子仁は 「潤燥の 剤」 と して の 役目が ある。潤 は う

るおす，燥は乾燥を意味する 。 すなわ ち乾い て い る もの を潤す薬で ある 。
こ の乾燥の原因は血

液，ホ ル ・e ン の 不足 に あ り，そ の 結果 ， 必然 的に 細胞 の 液 の 欠乏 を きたす 。 手 はザ ラ ザ ラ と し

て 割 れ，皮膚枯燥 の 状態 とな る。ある い は大便 は固 くな り コ ロ コ ロ と した大便が出て くる 。 従 っ

て 緩和 な下剤 と して ， 滋潤の 効が あ る の で ， 体液が欠乏 して 皮膚， 粘膜の 枯燥の 傾向の あ る場

合 に用い る 。 老人の 常習便秘症，高血圧症，動脈硬化症，慢性腎炎 に合併 した便秘症，他の 下

剤が 奏効 しな い 時 に用 い る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 と う き　　 　　 じ おう　　 　　 　　 　　　 　　 　　 とうに ん 　 きょ うに ん 　 き じっ　 　こ うぼ く　　 おうれ ん 　 　だ い お う

　 麻子仁 （2 ） の 他 ， 当帰 ， 熟地黄 ， 乾地黄各 （3）， 桃仁 ， 杏仁 ， 枳実 ， 厚朴 ， 黄苓 ， 大黄　　　　　　　　　　　　　　メ

各 （2 ），甘草 （11S）。 因み に ツ ム ラ の 51番潤腸湯 の組成 に は麻子仁 （2）当帰 （3），地黄 （

6）， 黄苓 （2）， 杏仁 （2）， 厚朴 （2）， 大黄 （2），桃仁 （2 ）， 甘草 （1．5） で あ る 。 勿論，

前述 の ご と く単味で も麻子仁 は便秘 に緩下剤 と して 有効で あ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し P くや く

　 そ の 他に張仲景 に よりな る麻子仁丸が ある 。 こ れは麻子仁 の 他に 芍薬，枳実，厚朴 ， 大黄 ，

杏仁等を組合わせ た もの で 「潤腸湯」 との主 な違レ・は芍薬を用い て い る点 で あ る 。 現在 ， 麻子

仁丸と い う処方名で 売り出して い る メ
ーカ ー

には ウチ ダ和漢薬 ， 石切漢方製薬，阪本漢方製薬，

荷居屋杉原達二 商店， 東洋漢方製薬 ， 松浦薬業， 三 和生薬，
ジ ェ

ーピ ー
エ ス 製薬 ， 高砂薬業 ，

小太郎漢方製薬 （マ シ ニ ー ン ）等があ る 。 虚 証体質 向き ， こ の処方 も老人 や病後 の 人 の 便秘に

有効 。 麻子仁や杏仁が乾い て い る腸 を滑 らか に し通便す る 。

　 　 　 　 し ゃ か んぞ うとう　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ふ くみ ゃ くとう

　 また，炙甘草湯が ある。別名，復脈湯。麻子仁 （3）の 他，炙甘草，生姜，桂枝，大棗，人
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 あきょ う

参各 （3）， 地黄， 麦門冬各 （6）， 阿膠 （ニ カ ワ質）（2）の 割合で 混ぜ
， 心悸亢進 と脈 の結

滞時に用い る 。 対象者 は栄養状態悪 く，皮膚 が枯燥 し，疲労 しやす く， 手足の煩熱， ロ乾があ

る 。 麻子仁は滋潤 ， 鎮静 ， 強壮の 効や緩下の作思が期待され て いる。
バ セ ド ウ氏病 ， 心臓病 ，

産褥熱 肺結核等 に も用い る機会が あると い う。

6・12）
　 ま　 し にんがん

　 麻子仁丸は前述 の 湯と違 っ て 麻子仁を主薬 とす る 。 麻子仁 （5） の他，芍薬，枳実，厚朴各

（2），大黄 （4），杏仁 （2）の 割合で 煉蜜で 丸剤 とし， 1回量 2個を頓服す る 。
こ れ は勿論

既述 の よ うに緩和 な下剤 で あり，特 に老人，病後 の 人等 で ，体液が枯渇 して 皮膚や粘膜に滋潤

が不足 しがち で 、 便秘して い る者に著効す 。 尿量が多い 割りに大便が硬い とい う者に も良い
。

麻子仁は粘滑性 の下剤で 大黄の 瀉下作用 に協力す る 。 麻 の実を研 り砕い て ， 米 または雑穀で 粥

を っ くり， こ れ を食べ る 【肘後備急方】。

　 そ の他の 用法 ， 薬効，配合 につ い て は麻花，麻皮，麻葉 ， 麻 簣と共 に Table　1 に まとめた 。

　 麻子仁の 成分は脂肪油を約30％を含有す る。
こ の 内訳は飽和脂肪酸4．5〜9．5％ ， 不飽和脂肪

酸90〜95％ （オ レ イ ン 酸12％， リ ノ
ール 酸 53％， リ ノ レ ン 酸25％）。 こ の 油 中に若干 の カ ン ナ

ビ ノ イ ドが含まれ て い る 。 絞りた て の 新油は黄緑を呈 して い るが ， 漸次， 黄褐色 に変わ る 。
ヨ
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ウ素価140−・170．．乾性油に属す る。 また フ ィ チ ン を含有す るが ， こ の率 は ， 麻葉 ， 麻皮 ， 芽部

よ り多い 。 種仁中の 含有率は 1％程度 。 ト リゴ ネ リ ン
， L（d）一イ ソ ロ イ シ ン ーベ タイ ン な どを

含むが こ れ ら成分 に つ い て は，別章と して 述 べ る
。

　 　 　 　 　 　 ま　か

　　第 3項　麻花
　 　 　 　 　 　 　 ＿　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 たい ま

　麻花 （mE 　 hua）は 【名医別録】に用 い られ た語で ある 。 ア サ科の植物，大麻 （和名 ア サ ）

の鎌 の花枝 を い う。 嬲名，異名 と して 鳥森粍【千金方】が ある 。

　第 1項 に原植物の 詳細を記 した の で 省略す る。

　麻花の花穂の 部分 に は特に 分泌樹脂が多 く， カ ン ナ ビ ノ イ ド （テ トラ ヒ ドロ カ ン ナ ビ ノ ール

（THC ），カ ン ナ ビ ジオ
ー

ル （CBD ）， カ ン ナ ビ ノ
ー

ル （CBN ））を含有す る 。 なか で もTHC は

前鞭 ・2）で も述 べ た よ うに麻酔性が最 も強い 。 大麻樹脂に は ，
カ ン ナ ビ ジオ

ー
ル 酸 を主 とす る

カ ル ボ ン 酸体 ，
THC

，
　 CBD ，

　 CBN
，

’
カ ン ナ ビ ゲ ロ

ー
ル 等 の Cmか らな る カ ン ナ ビ ノ イ ド約60種

を含む 。 こ の 他， ト ラ ン ス ・ ケ イ ヒ 酸， コ リ ン
， ト リ ゴ ネ リン ， ム ス カ リ ン

。 ア ミ ノ酸 と して

ア ル ギ ニ ン ， ヒ ス チ ジ ン を含有する 。

　麻花を水蒸気蒸留す る と精油O．5％ が得 られ るが，こ の 中に はオイゲ ノ ール ， α 一ピ ネ ン ， β一

ピネ ン，カ フ ェ イ ン
， α

一テ ル ピ ネ ン
， γ

一テ ル ピ ネ ン
， β一フ ェ ラ ン ドレ ン

，　リナ ロ ール
，　トラ

ン ス ・リナ ロ
ー

ル
ー

オキ シ ド， サ ビ ー
ネ ン

， α
一セ リネ ン

， β一フ ．ア ル ネ セ ン ， α 一ベ ル ガモ テ ン
，

ク ル ク メ ン，カ リオ フ ィ レ ン
ー

オキ シ ド等を含有する。 また ，、少量 の ピ ペ リジ ン を含有するが，

こ れ は野生大麻の 悪臭の 原因と な っ て い る。 麻花は抗菌成分 カ ン ナ ビ ジ オ
ー

ル を含む 。

　麻花 の 性味，薬効，配合等 に っ い て は Table　1に まとめ て 示 した 。

　 　 　 　 　 　 ま ふん

　　第 4項　麻黄
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 まん　　 た い じっ
　麻萱 （m5 　 f6n）は 【神農本草経】 に基づ くもの で ，異名 と して 贋，矣実 【爾雅】，麻勃
　

mm
　 　　 　　 　　 　ま らん 　 せ い よう　 せ い かっ

【神農本草経】， 麻藍 ， 青羊 ， 青葛 【呉普本草】な ど多 くの 名が あ る。 大麻 の 若 い 果 穂 ， 雌花
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ま ふ ん

との 説が有力。 【金匱要略】， ｛傷寒論】に はこ の麻費の名称 はな い こ とか ら， 花か 実か 混乱 し

た の かも知れな い 。 麻賃は麻花 （雄花） と明 らかに異なる もの で あろ う。 また麻子 と も違 う。

麻子は無毒 ， 麻簣は有毒と 【名医別録】にあ る こ とをっ け加え て お く。

　い ずれ に せ よ 麻費ほ最 も強い 成分 （THC ）を高い 含量有 して い る こ とか ら鎮痛 ，

’
鎮痙 ， 鎮

静作用を主治 と した と考 え られ る 。

　性味，薬効，主治，配合な どに っ い て は Table　1 に ま とめ て示 した 。

　 　 　 　 　 　 ま よう

　　第 5項　麻葉
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 か　 ま　とう

　麻葉 （may6 ）は 【薬性論】記載の用語。 別名， 火麻頭と呼び 【療科必要L 火麻仁に 対応
　

す る
。

い わゆ る大麻の葉で ある
。

　葉の 主要成分は△
9 一

テ ト ラ ヒ ドロ カ ン ナ ビ ノ
ー

ル 酸，カ ン ナ ビ ジオ ー
ル 酸， カ ン ナ ビ ク ロ

メ ン 酸等の 酸性成分。葉 の酸性成分 の 3．8〜41，7％ はカ ン ナ ビ ジオ ール 酸が 占め て い る 。 大麻

が成熟す ると こ の カ ン ナ ビ ジオ
ー

ル 酸 の含有率は最低 とな る。これは生合成の 過程を示す もの

で あろ う。 ア ル ギ ニ ン， リジ ン，ア ラ ニ ン等 の ア ミノ酸， フ ィ チ ン等 も検出され て い る6 性味

薬効 ， 配合等 に っ い て は Table　 1に まとあ て示 した 。

10
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　 　 　 　 　 　 ま　 ひ

　　第 6項　麻皮

　麻皮 （mi 　 pi ）は 【本草綱 目】 に あ り大麻の茎皮部の 繊維 を さす 。 【本草彙言】の 帰経の 項

に は 「手の 陽明， 足の 太陰経に入る」 とあ る （こ れ は漢方医学独 自の 体系を もつ 気血運行の通
　 　 け い らく

路で 経絡 と い う）。 手 に は太陰肺経，少陰心 経，蹶陰心 包経，少陽三 焦経が あ り，足 に は 陽明

胃経 ， 太陰脾経，太陽膀胱経 ， 少陰腎経， 少陰胆経， 厥陰肝経等があ る
1°・11）

。 打撲傷 ， 破傷風

の 治療に 用 い る 。

　 　 　 　 　 　 ま　こん

　　第 7項　麻根
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ま

　黶 （m 巨 g6n）は 【神農本草経集注】に ある語句で 大麻の 根茎 を い う。 【薬性論】に は麻
せ い こ ん

青根 と い う異名が ある 。 こ の 名は 麻 の 根を見れば納得で きる 。

’

　瘢血を去 り，止血の 効能が 知 られ
， 淋病 ， 血崩 ， 帯下 ， 難産 ， 打撲傷 （打身）を治す 。 ．

　根を細切 ， 煎 じるか ， ある い はつ き汁を内服す る 。 性味，薬効 ， 配合な ど に っ い て は Table

1 に ま とめ て示 した 。

　　第 8項 漢方薬と して の 大麻の 薬効 の 裏付 け

　前項 に 述べ たよ うに大麻は現在，「大麻取締法」並び に 「麻薬 およ び向精 神薬取締法 」の 対

象 とな っ て い る 。 しか し，特 に△ L
テ ト ラ ヒ ド ロ カ ン ナ ビ ノ

ー
ル を含有す る葉お よび樹脂を

含む花穂 の 他 ， 種子 （麻子仁）， 麻根 ， 麻皮， 麻花お よ び麻費と して 中国で は漢方 薬 と して 用

い られ て い る。我が国 の 現状 をみ る と き ， 驚嘆を禁 じ得な い
。 勿論 「毒は 薬で あ り， 薬 は毒

な り」 の 大前提に立 て ば当然か も知れな い が…
。 以下，若干 の 薬効 の 裏付けと考察 をして みた

い
。 Table　1 に示す よ うに ， 麻皮 に破傷風治療 と あ る 。 破傷風 は周知 の よ うに土壌中の

α os 亡厂蜘 肌 tetCiniに よ る もの で ，激 し い痙攣をお こす 。 大麻成分に はカ ン ナ ビ ジ オ ール と い

う抗痙攣作用を有す る成分が あ り，、テ トラ ヒ ド m カ ン ナ ビ ノ
ー

ル に は鎮痛， 鎮静作用が ある こ

とか ら 、 破傷風 の 治療に有効か も知 れ な い
。 既述 の よ うに テ ト ラ ヒ ド ロ カ ン ナ ビ ノ ール に は鎮

吐作用があ る 。 近時，米国で は抗癌剤投与時の 嘔吐に大麻成分を使用す る とい う報告さえある
。

麻子 の 下剤効果は麻子中に含 まれ る飽和脂肪酸 と不飽和脂肪 酸の 高 い 含有量 に よ る もの で あろ

う。 切傷 ， 打撲傷など はカ ン ナ ビ ジ オ
ー

ル の 抗菌作用 が利用 され て い るか も知れな い 。

　 い ずれに せ よ、多彩な薬効 を有す る大麻は著者が前報で も強調 したよ うに 丁度 モ ル ヒネと同

じよ うに成分の抽出分離あ る い は誘導体 の 合成に よ っ て 必ずや人類に と っ て 有効 な 医薬品 の 開

発の 材料 と ヒ ン トを提供す るか も知 れな い 。

　第 3節 おわ りに

　以上 ， 「漢方薬として の 大麻」 に つ い て ， 種子 ， 茎皮， 葉 ， 花お よび根と全て を詳述 したが ，

そ の 薬 と して の 応用に は巾広 く奥深 い もめが あ る 。 しか し，そ れ ら の有効成分 の化学構造と薬

理作用に つ い て は，科学的に不明な もの も多い 。 これ らは後 述す る予定で あ る 。 結論 と して ，

漢方薬 と して 大麻が今後さ らに見直 され るべ き内容 を有 して い る こ とが本章 に よ っ て再確認さ

れ た で あろ う。
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